
Meteorological Society of Japan

NII-Electronic Library Service

Meteorologlcal 　 SOCIety 　 of 　 Japan

C101

成層圏突然昇温に よ り引き起 こ される半年周期振動の年々変動

de大羽 田 剛史 ・飯田 千尋 ・廣岡 俊彦 （九大院理）・江 口 菜穂 （九大応力 研）

1．は じめに

　熱帯域中層大気には、東西風 が 半年周期で振動す

る半年周期振動 （SAO ）と呼ばれ る現象が存在 し、成

層 圏界面付 近（SSAO ）と中間 圏（MSAO ）に独 立 した

振幅の 極大が存在する（Hitota，1978 など）。　 SAO は

赤道域起源 の 波動だけで な く、夏極か ら冬極 へ 向か

う子午面流や冬半球起源 の プ ラネタ リ
ー

波によ り駆

動 され ると考 え られ て い る 。 北半球冬季は南半球冬

季に 比 べ て プラネタ リ
ー波が 活発 で 、特に大規模な

循環の 変動を引き起こす成層圏突然昇温（SSW ）時に

は、成層 圏か ら中間圏を含めた赤道域の 循環に 大き

な影 響を及 ぼす可能性 がある 。 しか し、 成層圏界面

付近 か ら上 の 領域は 、観測手段 も限られ る こ とか ら

長期的な力学的解析は ほ とん ど行われて い な い 。そ

こ で 本 研究 で は、中間圏界面付 近 ま で解析可能な

Aura　EOStMLS デ
ー

タを用 い て 、
　 SSW 時 に お ける

熱帯域上部成層圏 ・中間圏循環 の 年 々 変動 を調 べ た。

2．　 用データ と　析手

　本 研 究 で は 、NASA に よ り作 成 され た Aura

EOSIMLS 　Version　3．3　Level　2 の 気温 とジ オポテ ン

シ ャ ル 高度データを使用する。鉛直分解能は成層圏

で 約 4km
、 成層圏界面付近か ら卞部中間圏で 約

8・9km で あ り、高度約 11k皿
〜97km の範囲に 42 層

ある。水 平方向 の 視野範囲は約 160km で 、 緯度は

南北そ れ ぞれ 80 度ま で使用で きる。本データ は衛

星軌道に沿 っ て 与え られ て い るの で 、前後 3 日分 の

データ を積分す る こ とで 、経度緯度 5
°

× 5
°

の 格子点

データを 1 日間隔で 作成 し 、 解析に用い た。解析期

間 は、2004 年 8 月 か ら 2014 年 1 月 で あ る。

　帯状平均東西風 を求め るた め に、CIRA1986 モ デ

ル で使用されて い る傾度風平衡の 式（Fle皿 ing　et 　al ．
，

1990＞を用い る。

攤

　 こ こ で は
一

例 と して 、2013 年 1 月 に 起 こ っ た SSW

に よる SAO 増幅を取 り上げる。同様の こ とは他 の

SSW で も生 じ て い た
。 図 1 に 北緯 70・80 度に お け

る帯状平均東西風 （上 図） と気温 （下図） の 高度時

間断 面 図 で あ る。SSW 発 現後 に 急 激 な 温 度 上 昇や 東

西風が西風か ら東風 へ 移 り変わ る の が見られる。

　図 2 に大規模 な SSW が起 こ っ て い ない 年の 平均

的な季節進行 か らの 、赤道 上 における温度偏差 （上

図）と東西風偏差 （下図）を示す。SSW 時に上 部成

層圏で 気温 が負偏差、下部中間圏 で は 正 偏差 とな り、

SSW 時 に 形成 され る、子 午面循環の 赤道域上昇流と

下降流 によ る温度変化 に 対応 して い る こ とがわか る 。

東西風 にお い て は、成層圏界面付近 で負偏差、中部

中間圏で は 正偏差 となり、成層圏界面付近 で 東風加

速 が、中部中間圏で 西風加速が生 じて お り、こ れ ら

の 温度偏差と東西風偏差は 、 赤道 上 の 温度風 の 関係

を満 た し て い る。こ の 時期 は、SSAO が 東風 の 、

MSAO が西風 の極大期 に当た り、　 SSW に伴 う温度

偏差に よ る東西 風加速が、SSAO と MSAO 両者の

振幅を強 めて い る こ とがわか る 。

一
方 で 、 MSAO の

西風加速は SSAO の 東風加速に 対 し て 遅れ て お り、

こ の 原因 の 解 明が今後 の 課題 で ある。
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図 12013 年 1月 に起 こ っ た SSW 時 の 北 緯 70・80度 に お

け る 帯状平均 気 温 （上 図 、等値線間隔 10K ） と 帯状平 均

東西風 （下図、等値線間隔 10ms
−1、陰影部 は東風 を表す ）

の 高 度 時 間断 面図，
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図 2 赤道上 に お ける、大規模昇温 が発 現 して い ない 季節

進 行 か らの 温度 偏 差 （上 図、等 値線間隔 2K ） と東西風 偏

差 （下 図、等値線間隔 10ms −1
＞に つ い て図 1 と同様 の

図。陰影 部 は負 偏 差 を表 す。
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